最後のスターマンの体が、いっそう激しく輝いた。あたりに殺気が満ち溢れる!
「みんな!ヤツを倒さなくっちゃ、先に進めない!行くぞ!
263
受付にグルメ豆腐マシンを持ってきた旨を話すと、重役用エレベーターで48階へ!
「助かったわ!これでポーキー様にイチゴ豆腐がお出しできるわ〓
秘書さんはグルメ豆腐マシンをもぎとるようにして受け取ると、厨房へ向かってかけ出し
た。そんな、重要な客がポーキーにだったなんて……。アッ!それよりも〓
「待って!モノトリーは、そしてポーラはどこ〓」
と、叫んだがもう遅い。ぼくたちは自力で捜すことにした。
幸い、ガードマンやらボディガードやらにみつかることもなく、ぼくたちは『社長室』と
プレートが貼られた扉にたどりついた。ノブに手をやり、そっと回す。
〓287ヘ
いそいで防御体制をとったぼくらに向かい、スターマンは不敵の笑みをみせた。
「ふふふ……今さらムダな悪あがきを、くらえっ!
◆バトル対戦表で戦います。ネスたちはB、相手はc。相手よりも数値が……

